
 

 

 

 

 

 

 

 

絵本のすばらしさ 
 
       作新学院大学人間文化学部 特任教授 九津見幸男 
 

 先日、娘が小学校 1年生の時に買った「わすれられないおくりもの」と

いう絵本が偶然箱の中から、二十数年ぶりに出てきました。娘が小さい頃

によく寝る前に読んであげた本です。 

私もこの絵本が好きだったので、当時を思い出しながら読んでみまし 

た。この本の中に登場する「アナグマ」は、イギリスでは日本の「うさ 

ぎ」のような一般的な動物のようで、国民に馴染みのある動物のようで 

す。周りの誰からも慕われていたアナグマが年を取って死んでしまいし 

た。かけがえのない友を失った動物たちは、最初悲しみでどうしていい 

のか分からなかったのですが、少しずつ友だちの素晴らしさ、お互いに 

生きるための知恵や工夫を伝え合っていく大切さ、どのようにして生き 

ていくのかを知ります。美しい挿絵と共に、読者

に語りかけている本だと思います。「死」につい

て、身近に感じることが少ない今の子ども達にと

って、子ども向けの絵本というだけではなく、子

ども達に「死」ということについて、どのように

考えればいいのかを考えるきっかけになる貴重な本だと思います。 

大学生にもぜひ、読んでほしい本の一冊です。本は映像とは違って、流

れてしまうことがありません。ふと立ち止まって考えることができます。

自分の心の動きに合わせながら読むことができるのです。これからも本と

の出会いを大切にしてください。 

 

わすれられないおくりもの  スーザン・バーレイ 作・絵 E/Va 

 

図書館だより 
            

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 7月号 

作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 図書館 

［  内 容 ］ 

・絵本のすばらしさ 

・これキテます！ 

・ＳＡＫＵらセレクト 

・季を愛でる 

・らいぶ Question 

・図書館開館カレンダー 
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『中原淳一展』 

とちぎ蔵の街美術館 6/28(日)まで開催 

 中原淳一(1913～83)は、戦前から戦後にかけ

て一世を風靡した画家・イラストレーターです。

戦後一年目の 1946年に雑誌「それいゆ」を創

刊し、服・ヘアスタイル・グッズ・インテリア

など女性を取り巻く全てのものに美を追求し、

発表しました。瞳の大きな手足の長い美少女を

多く描き、その作風はどこかで一度は目にした

ことがあるかもしれません。 

 本展覧会では、中原の創作した原画・人形・

型紙など 100点余りが展示されています。描か

れた少女の愛らしさは言わずもがなですが、洗

練されたファッションや醸し出すモダンなム

ードに圧倒されます。これらの作品を戦後間もない食うや食わずの時代に

発信し続けたことを思うと、胸がいっぱいになります。当時の女性たちに

どれほどの夢を与えたことでしょう。さらに中原は、お下がりを楽しく着

る知恵や、押入れ収納の工夫なども披露し、生き方そのものを「美しく」

することを提案しています。 

 おしゃれとは何か、粋とは何か。その原点を見つけられるような展覧会

です。ぜひ、とちぎ蔵の街美術館へ訪ねてみてください。 

 



 

 

 

 

 

ウドウロク 
有働由美子 著 699.3/Ud   

「ウドウロク」逆から読むと「クロ有働」。 

NHKアナウンサーの有働さんが、自身のクロい部分も含めてさらけ出し

たというエッセイ。 

紅白歌合戦の司会を務めた時の裏話や、ニューヨーク勤務時代に英語と

格闘した話など、その泣き笑いの様子を気持ちいいくらい正直に書いてい

ます。 

中でも情報番組「あさイチ」でコンビを組むイノッチについて書いた章

では、イノッチの冷静で思いやりのある人柄はもちろん、一つの番組を作

るひたむきな努力が存分に書かれていて、胸が熱くなります。 

40 過ぎて、独身で、仕事に生きてという自虐ネタも随所に見られ、素

直で可愛くてちょっぴりクロい有働さんを好きになる一冊です。 

 

季を愛でる 

桜桃忌   図書課長 野中千秋    

新戯作派・無頼派の作家太宰治の忌日で、「太宰忌」ともいう。1948 年

6 月 13 日、太宰は愛人・山崎富栄とともに玉川上水(東京都三鷹市付近)

に入水自殺した。没年 38 歳。だが、遺体が上がったのは 6 日後の 6 月
19 日。くしくも太宰の誕生日でもあったことから、この日を命日とした。

太宰と親交の深かった直木賞作家今官一が、太宰の晩年の短編小説「桜桃」

にちなんで命名した。 
 

桜桃忌父の時計を手渡しに    千秋 
 
 余談ですが、1909 年（明治 42 年）生まれの作家には、他に中島敦、

松本清張がいます。同じ生まれなのに活躍時期が異なります。興味のある

方は、調べてみてください。 

～本学図書館にある珠玉の 1冊を紹介します～ 
 

https://kotobank.jp/word/%E5%B1%B1%E5%B4%8E%E5%AF%8C%E6%A0%84-1117500
https://kotobank.jp/word/%E7%8E%89%E5%B7%9D%E4%B8%8A%E6%B0%B4-94285
https://kotobank.jp/word/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%B8%89%E9%B7%B9%E5%B8%82-948306
https://kotobank.jp/word/%E5%85%A5%E6%B0%B4%E8%87%AA%E6%AE%BA-1337020


 

 

世界の平和 日本の役割  木村譲二 著 より       

392.1/Ki 

 とかく「安全保障」というと専門的な( ① )のように思われがちだが、基本的

には外部の脅威から「身を守る」ことにつきる。それは個人・家族・( ② )から

国といずれの立場でも原則的には同じことであって、ただ国の場合は個人に比べ

ると「脅威」の中身がやや複雑で、( ③ )が大きくなるというだけの話だ。 

図書館にある資料から出題します。答えはカウンターにある解答用紙に記入し

てください。全問正解で１ポイントです。今年度中に 5ポイント集めた方には、

記念品を贈呈します。 
 

 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

 

お知らせ 

「これキテます！」で紹

介した中原淳一に関係

する図書が、本学図書館

には多数あります。 

特設コーナーを設けま

したのでご覧ください。 

どれも美しく、ファッシ

ョンのお手本になるも

のばかり。 

女子必見です。 
 

 

図書館開館カレンダー 7月 

9：00～18：00  休館日 

9：00～13：30   9：00～18：45 

9：00～17：00 
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